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論 文 内 容 要 旨
緒言：インプラント補綴治療の長期的に良好な予後のためにはインプラントに加わる荷重を適切に
制御することが重要である。本研究は，下顎臼歯部の 4 歯連続欠損に対する 4 ユニットインプラント
支持固定性補綴装置（Fixed partial denture: FPD）を対象に，支台インプラント本数・位置が各イン
プラントに加わる荷重に与える影響について模型実験をベースに検討した。






能試験機にて 100 N を垂直方向に付与した . 荷重負荷部位は，上部構造咬合面の P2 と M1 の中間部（荷
重点 A）および M1 と M2 の中間部（荷重点 B）とした。荷重測定は，インプラント 3 本支台構造 :3iFPD




垂直方向の荷重成分は，荷重点 B の場合に，3icFPD の M1（130.67 N）および 2icFPD の M1（125.32 
N）において，負荷荷重量（100 N）よりも大きくなった。また，3icFPD と 2icFPD のカンチレバー形
態における荷重点 B の場合と 3iFPD において P1 に加わる荷重は上方方向となり，特に 3icFPD の荷
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本研究結果は臨床におけるインプラント補綴設計に有用であり，かつ in silico モデル研究の精度向上
に対しても貢献すると考えられる。


















点に咬合力を模した 100 N の垂直荷重を万能試験機にて与え，上部構造とインプラント間の生じる力
を両間に介在させた 3 分力計により測定している。本研究から，上部構造がカンチレバー状をなし，
咬合力着力点がカンチレバー部に位置する条件では，カンチレバー延長部に隣接するインプラントは
咬合力を上回る力を負担し，それ以外のインプラントは顎骨から抜去される方向の力を受けることな
ど，インプラントの本数，配置がインプラント荷重に及ぼす影響の概略が明らかとなった。
本研究の成果は，近年普及の著しいインプラント治療の予知性向上を促すものであり，国民の口腔
保健向上と歯科学研究への貢献は大きい。よって，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいと判定する。
